
学校名 越谷市立新方小学校

１ 単元 大単元「わたしたちの生活と政治」

小単元「子育て支援の願いを実現する政治」

２ 学年 第６学年

３ 単元（題材の）学習目標

我が国の政治の働きについて、政策の内容や計画から実施までの過程、法令や予算との関わりなどに

着目して、見学・調査したり各種の資料で調べたりしてまとめることで国や地方公共団体の政治の取組

を捉え、国民生活における政治の働きを考え、表現することを通して、国や地方公共団体の政治は、国

民主権の考えの下、国民生活の安定と向上を図る大切な働きをしていることを理解できるようにすると

ともに、主体的に学習問題を追及・探求しようとする態度を養う。

４ 単元（題材）の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・国や地方公共団体の政治は、

国民主権の考え方の下、国民

生活の安定と向上を図る大切

な働きをしていることを理解

している。

・政策の内容や計画から実施まで

の過程、法令や予算との関わり

などに着目して、国や地方公共

団体の政治の取組を捉え、国民

生活における政治の働きを考

え、表現している。

・我が国の政治の働きについ

て、主体的に問題解決しよう

としたり、よりよい社会を考

え学習したことを社会生活に

生かそうとしたりしている。

５ 単元（題材）の指導計画（全５時間）

時

間
ねらい 主な学習活動・内容 主な資料 評価規準と方法

１ 地域子育て支援センター

の様子と子どもをもつ親

の願いなどについて感じ

たことや疑問を出し合

い、学習問題と学習計画

をつくることができる。

市民の願いを調べ

る。

地域子育て支援セン

ターについて感じた

ことや疑問を出し合

い、学習問題を作

る。

・掲示用写真

（地域子育て

支援センター

の外観・館内

の様子）

・市民意向調査

【思考・判断・表現】

子どもをもつ親の願いに着目

して、地域子育て支援センタ

ーの建設について問いを見出

している。

（発言・ノート）

２ 市役所では、市民の要望

をもとに、法律に基づき

計画を立て、地域子育て

支援センターを建設・運

営していることを理解す

る。

市役所の働きについ

て調べる。

市役所は、市民の願

いをどのように取り

入れているか話し合

う。

・越谷市役所

ＨＰ 

・掲示用写真

（市役所の外

観・館内の様

子）

【知識・技能】

必要な情報を集め、読み取

り、市民の要望をもとに、法

律に基づき市役所で計画を立

て地域子育て支援センターを

建設・運営していることを理

解している。

（発言・ノート）

３ 地域子育て支援センター

の建設にあたっては、市

議会で計画や予算の決定

が行われていることを理

解している。

資料を基に、市議会

の働きについて調べ

る。

市が作った計画に、

議会の決定が必要な

理由を話し合う。

・越谷市議会

ＨＰ

・掲示用写真

（市議会の外

観・館内の様

子）

【知識・技能】

必要な情報を集め、読み取

り、地域子育て支援センター

は、市議会で計画や予算を決

定して建設されていることに

ついて理解している。

（ワークシート）

４

本

時

市民の願いを実現するた

めに税金が重要な役割を

果たしていることについ

て、考えたことを表現す

る。

地域子育て支援セン

ターの建設や運営の

費用を調べる。

地域子育て支援セン

ターが税金で運営さ

れている理由を話し

合う。

・地域子育て支

援 セ ン タ ー

｢にこにこ｣所

長の話

・地域子育て支

援 セ ン タ ー

｢にこにこ｣利

用者の声

【思考・判断・表現】

地域子育て支援センターの建

設や運営に税金や補助金が使

われていることの意味を考

え、まとめている。

（発言・ワークシート）

租税教育実践レポート



５ 調べてきたことをもとに

関係図に整理し、わたし

たちのくらしと政治のつ

ながりや政治の働きにつ

いて考えたことを表現す

る。

一人ひとりがノート

にまとめた政治の働

きについてグループ

で話し合い、自分の

考えを振り返る。

・市民と市役所

と市議会の関

係図

【思考・判断・表現】

国や地方公共団体の政治の取

り組みと国民生活を関連づけ

て政治の働きを考え、表現し

ている。

（ノート）

【主体的に学習に取り組む態度】

よりよい社会を考え学習した

ことを社会生活に生かそうと

している。

（発言・ノート）

６ 本時の授業展開（４時間目）

＊「評価規準」は、児童の学習状況を見取るための規準（特に「おおむね満足できる」状況）を記す。

時

間

〇学習内容

・学習活動

評価の観点 評価規準

（評価方法）

◇指導上の留意点

◆使用教材知 思 主

５

分

〇市議会の働き

・前時の振り返りを

 行う。

○地域子育て支援セ

 ンター｢にこにこ｣

 のかかる建設費や

 運営費について

・建設費や運営費に

どれくらいのお金

がかかっているか

予想する。

◇｢にこにこ｣は、市の提案に基づき、市

民による選挙で選ばれた市議会議員

が、市議会で計画や予算を決定して建

設されていることを確認する。

◆越谷市議会ＨＰ（市議会の役割）

◇運営費とは、施設の光熱費や人件費、

絵本やおもちゃ等に係る費用であるこ

とを説明した上で予想させる。

◇多額の費用がかかっていることに着目

させ、どこからお金が出ているかを予

想させる。（クイズ）

◆提示用写真（地域子育て支援センター

｢にこにこ｣外観・館内の様子）

10

分

○越谷市の収入（歳入）

・配付資料をもとに

市の収入（歳入）

の項目及び金額を

調べる。

・調べて気がついた

ことを書く。

◇市の収入の中には、市税の他に、補助

金（国や県からの税金）や市債（国や

銀行からの借入（借金）があることに

気付かせる。 

◆こしがやしのよさん２０２３（収入

（歳入）：一般会計） 

◆ワークシート 

15

分

〇税金の役割及び意義

・配付資料をもとに

利用者が０円で利

用できるようにし

ている理由を考え

グループで話し合

う。

・グループ毎に、話

し合った内容を発

表する。

○ ・地域子育て支援

センターの建設

費用や運営に税

金や補助金が使

われていること

の意味を考え、

まとめている。

（ ワ ー ク シ ー

ト）

◇｢多額の金額が使われているのにもか

かわらず、利用者が支払うことなく０

円で利用できるようにしているのはど

うしてだろう。また、そのよさは何だ

ろう。｣と問いかけ、配付資料をもと

に税金の役割及び意義について考えさ

せる。

◆地域子育て支援センター｢にこにこ｣所

長の話

◆地域子育て支援センター｢にこにこ｣利

用者の声

10 

分

○市の予算の使われ方

・租税教室や県政出

前講座の内容を振

り返り、税金が日

常生活や社会を支

◇総合的な学習の時間で実施した県政出

前講座（中川・綾瀬川流域の河川整備

事業）を振り返らせる。その際、河川

整備には県の予算の他に国からの補助

金があったことを想起させ、税金の働

めあて 地域子育て支援センター｢にこにこ｣の建設費や運営費はどこからお金が出ている

のでしょうか。



えていることにつ

いて考える。

きの大切さを確認する。

◇｢こしがやしのよさん２０２３｣を活用

し、支出（歳出）は、福祉や教育など

１４の目的に分かれて構成されている

ことを確認する。

◆租税教育副教材｢わたしたちのくらしと税｣

◆こしがやしのよさん２０２３（支出

（歳出）：一般会計）

5
分

〇本時のまとめと振り返り ○ ・よりよい社会を

考え学習したこ

とを社会生活に

生かそうとして

いる。（観察）

◇児童に広めたい振り返りの意見を机間

指導しながら取り上げ全体の場で発表

させる。 

板書計画

当日の板書



７ 成果と課題

成果

 社会科の「子育て支援の願いを実現する政治」の単元において、扱う事例地を、新方小学校付近にあ

る地域子育て支援センター「にこにこ」にすることで、児童が興味・関心をもって学習に取り組めるよ

うに工夫した。実際に地域子育て支援センター「にこにこ」を利用したことのある児童がクラスに数名

いたことから、より身近に感じてもらうことができたと考える。また、単元計画を作成するにあたり、

越谷市役所の子ども施策推進課や保育施設課にご協力をいただき、電話取材を行ったり、地域子育て支

援センター「にこにこ」へ伺い、所長から運営に関するお話や利用者の声を聞いたりすることができた。

そのため、「たくさんのお金が使われているにもかかわらず、利用者が無料で利用できることの意味」

を考えるうえで、効果的な資料が作成できた。

 本時では、これらの資料を活用することで、児童は「租税の役割」について、租税が国だけでなく、

県や市によって行われている事業などの費用として使われていることに着目し、税金の意味について自

分なりの考えを持つことができた。また、地域子育て支援センター「にこにこ」で行われている講座な

どが無料で利用できることについては、所長の話や利用者の声をもとに、税金で運営されているのは、

収入に関係なく、誰でも利益を得られるためであると気づくことができた児童も見られたため、「租税

の役割」について、有意義な学習を行うことができたと考える。

課題

 事前に行ったアンケート結果から、児童の税金に対するイメージは、ネガティブな内容が多く見られ

た。メディアでもよく取り上げられている「増税」に関する報道や、児童にとって身近な消費税等が影

響していると思われる。

 私自身、日常生活の中で、警察署、消防署、公園などを利用しているが、これらの運営費等が、私た

ちの負担している税金によって成り立っているところまでは、あまり意識することなく利用していた。

また、固定資産税や、所得税等、徴収税額に対する負担感を拭えないところがあった。   

本実践を通して、私自身、あらためて税金によって私たちの生活が成り立っていることを実感するこ

とができ、その税金の使い道について国や地方公共団体がどのような予算を作成し、議会でどのように

予算を決定しているのか関心が高まった。教師が学習内容を自分事として捉えることも、社会科（特に

公民分野）では、大切であると感じた。

税金は、義務として納めなければならないというだけではなく、自分たちの未来を豊かにしていくも

のであることを、高学年だけでなく、低学年の児童にも発達段階に合わせて適切に指導を行うことが、

児童の税金に対するネガティブなイメージを払拭していくために必要であると感じた。低学年のうちか

ら継続して指導する例として、「学校で使用する電気や水道を節電、節水することの大切さ」がより理

解できると考える。租税教育は、学年の発達段階に合わせて、丁寧に指導する機会を設けていくべきで

あると、この実践を通して強く感じた。


